
令和２年度 森林環境譲与税の使途公表

林地台帳シス
テムリース・
保守委託事業

555 555 林地台帳システムのリースと保守委託。
令和2年4月から令和3
年3月まで林地台帳シ
ステムをリース。

自然環境に配
慮した新たな
路網整備に係
る全体計画調
査事業

10,263 10,263

これまでの路網の検証に加え、放置されつ
つある森林資源を適正に管理するため新た
な視点から効率的な林道・作業道等の路網
の整備計画を再検討した。

町内全域を対象とした
計画を策定

町単森林整備
事業

13,620 10,885 2,736

森林整備事業の国、県補助金への上乗せ補
助。森林整備事業のうち、下刈り、防護
柵、除間伐に対して森林環境譲与税で上乗
せ補助を行った。

下刈り260.77ha
防護柵16,133ｍ
除間伐15.81ha

コンテナ苗用
穴掘り機購入
事業

300 300

コンテナ苗用穴掘り機を町が購入し、日之
影町林業振興協議会に無償で貸与し、協議
会の会員である事業体及び希望者に有償で
貸し出した。

コンテナ苗用穴堀機１
台を購入

林業就労条件
整備事業

2,122 1,499 623
県の林業担い手総合対策基金事業の就労条
件整備事業に取り組む認定林業事業体に対
して県と同額の補助金を交付した。

5事業体21名に助成。

林業担い手創
出事業

4,452 4,452

町内の林業事業体が現場作業員として町内
に居住する45歳以下の者を新規雇用した場
合の助成。（雇用された者の勤務日数1日当
たり2,000円）

5事業体8名に助成。

地域林政アド
バイザー事業

5,097 97 5,000

森林経営管理制度が開始されることや森
林・林業行政の体制強化を図るため、専門
的知識と豊富な経験を持つ地域林政アドバ
イザーを雇用した。

地域林政アドバイザー
1名を令和2年4月から
令和3年3月まで雇用。

日之影町林業
振興協議会補
助金

100 100

森林環境譲与税の使途、新たな森林管理制
度の取組方法、資源循環型林業の構築等に
ついて検討するために、林業事業体、関係
機関等で設立した「日之影町林業振興協議
会」の活動費の補助。

協議会1回開催。

日之影町樹苗
研究会活動補
助金

100 100

町内の苗木生産者、林研グループの若手会
員等で組織し、苗木の生産技術の向上等を
目指す「日之影町樹苗研究会」の活動費の
補助。

研修会等2回開催。

日之影町森林
環境教育ネッ
トワーク構築
事業

1,762 1,762
林業関係団体や庁内の関係部署が連携して
学習指導要領に揚げられている「生きる
力」の習得に取り組むための体制を構築。

新設した図書館に木製
イス、テーブル、遊具
の設置。

有害鳥獣捕獲
対策業務委託
事業（シカ）

9,771 6,644 3,127
森林保全につながる森林被害対策として有
害鳥獣捕獲員を雇用し町内の有害鳥獣の捕
獲業務を委託。

有害鳥獣捕獲員5名を
令和2年4月から令和2
年12月まで委託雇用

日之影町森林
環境譲与税基
金積立

1,577 1,577
今後増大すると予想される森林経営管理法
に基づく市町村自らによる森林整備（市町
村森林経営管理事業）等に備えた積立。

49,720 38,234 0 11,486

宮崎県 日之影町

計

都道府
県名

市町村名 事業名

【ワンフレーズ】

環境税活用により

地域林政アドバイザーを１名雇用し、森
林・林業行政の体制強化を図った。

各種協議会等の活動費や負担金を補助する
ことで、若者を含む林業の振興に向けた
様々な取組を支援できた。

森林整備に必要な下刈り、間伐等を支援す
ることで森林を適正に管理することができ
た。

コンテナ苗用穴掘り機を購入することで植
栽作業の軽減と効率化を図った。

【詳細】

地域林政アドバイザー1名を雇用すること
で、森林・林業行政の体制強化が図られ、
様々な施策の展開や森林経営管理制度の意
向調査等に取り組むことができた。

町や郡の林業振興協議会、樹苗研究会の活
動費の補助を行い、循環型林業の推進、森
林・林業教室の開催、林業事業体の研修等
様々な取り組みを行うとともに作業効率と
作業の軽減を図る機材の購入、コンテナ苗
による植栽を促進することができた。

また、森林保全につながる森林被害対策と
して有害鳥獣捕獲員を雇用し町内の有害鳥
獣の捕獲業務を委託することでシカの被害
対策をすることができた。

残額については今後増大すると予想される
市町村森林経営管理事業等に充てるため基
金に積み立てた。

今後森林環境譲与税が増額となる中で、こ
れまでの取り組みに加え、手入れの行き届
いていない森林の整備、その担い手の確
保・育成、また利用期を迎えた人工林を活
かすため、路網の全体計画の見直しを行っ
た。

実績

事業総額（千円）

当年度
基金への積
立額（千

円）

事業内容 税導入の効果
(A)+(B)

(A)うち令和元年
度の森林環境譲
与税（千円）

(B)うち他の財
源（千円）


